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活動内容 

目的 

 
1. 岡山県民に対して、イスラーム教とインドネシア文化について紹介する。  
2. 岡山在住のムスリムと日本人の直接的な交流の場を提供し、誤解や先入観

の払拭を図る。  
3. ハラール食品の紹介を通じて、県内におけるハラール対応店舗や商品への

理解を促す。  
4. インドネシアの文化、食、観光地、伝統工芸などを紹介し、観光・経済分

野での交流を促進する。 
5. インドネシアと日本の友好関係の構築・強化を支援する民間レベルの文化

外交イベントとして実施。 
 

内容 

 
本イベントは、セミナー形式で 2 つのセッションに分けて実施されました。宗
教・文化・多文化共生について学ぶ機会として、多くの参加者にとって有意義
な内容となりました。 
 
セッション 1（11:00 ～ 12:15 JST） 
第 1 セッションでは、日本で生活するムスリム女性の経験やストーリーについ
て共有されました。 

• Fathima Akari 氏 
テーマ：「岡山在住ムスリマのストーリ」 

• Purwati Kasmaja 氏 
テーマ：「日本に住んでいるインドネシア在住ムスリマのストーリ」 

 
両講演では、日本で生活するムスリムとしての経験や地域社会との関わり、相
互理解の大切さについて紹介され、参加者にとって深い学びの機会となりまし
た。 
 
セッション 2（13:30 ～ 15:00 JST） 
第 2 セッションでは、杉本恭一郎先生をお招きし、日本におけるイスラム文化
やハラールについて分かりやすくご講演いただきました。 

• テーマ①：「日本におけるイスラム教の発展」 
• テーマ②：「日本におけるハラール食の旅」 

講演を通じて、日本社会におけるイスラム理解の広がりや、ハラール食品・ム
スリムフレンドリー環境の発展について学ぶことができました。 
 
 



 
インドネシア文化パフォーマンス 
イベントでは、セミナーだけでなく、インドネシア文化を体験できるパフォー
マンスも行われました。 
主な内容： 

• インドネシア民族衣装のファッションショー 
• インドネシア歌曲の披露 
• 南カリマンタンの伝統音楽演奏 
• Okayama Jawa Gamelan Class によるガムラン演奏 

 
参加者からは、「実際に文化を見て、聞いて、感じることができた」と多くの好
評をいただきました。 
 
フードバザー 
会場では、インドネシアやマレーシアの料理を楽しめるハラールフードバザー
も開催されました。 
参加者は、 

• ムスリムの食文化に触れること 
• 東南アジアの料理を味わうこと 
• 多文化交流を食を通じて体験することができ、会場は終日賑わいを見せ

ました。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
開催日時・会場・予算変更について 
• 本イベントの開催日時は、当初予定していた 2025 年 9 月 28 日から、2025

年 12 月 21 日に変更となりました。これは、準備が十分に整っていなかった
ことに加え、講師の都合により 2025 年 12 月での開催が可能となったため
です。 

• また、会場につきましても、OPIEF Event Hall から岡山モスク 5 階へ変更と
なりました。変更理由として、OPIEF Event Hall では楽器の使用が認められ
ていないこと、飲食バザーで購入した食事を会場内で飲食できないこと、さ
らに会場収容人数が約 270 名と限られていたことが挙げられます。 

• 本イベントへの参加申込者数は約 300 名となっており、多くの方々から高い
関心と期待をいただいております。 

• さらに、会場変更や運営内容の調整に伴い、イベント予算についても一部変
更・調整を行いました。参加者の皆様にとって、より良い環境でイベントを
実施できるよう準備を進めております。 
 

成果 

◼ 参加者について 
本イベントには、約 400 名が参加しました。参加者は以下のように多国籍で、
多様な背景を持つ方々でした。 

• 日本 
• インドネシア 
• バングラデシュ 
• トルコ 
• マレーシア 

多文化交流への高い関心と、地域社会の温かい参加意識が感じられるイベント
となりました。 
 
◼ 来賓・関係者の参加 
本イベントには、以下の方々にもご参加いただきました。 

• 岡山市および倉敷市の行政関係者 
• 岡山地域のモスク関係者 
• 岡山在住インドネシア人ムスリムコミュニティ代表 
• 日本国内の各種コミュニティ関係者 
• 関連する日本企業関係者 

多くの関係者の参加により、地域社会と国際交流のつながりが深まる機会とな
りました。 



 
◼ イベントの意義と成果 
本イベントを通じて、参加者はインドネシア文化に触れ、日本とインドネシア
の文化交流や相互理解の大切さを感じることができました。 
また、異なる文化や宗教を尊重し合いながら共生することの重要性について、
多くの学びが得られました。 
 
◼ 岡山在住ムスリマとのセミナー 
岡山在住の日本人ムスリマによるセミナーでは、 

• 宗教の自由や意見表現の自由に対する地域社会の理解 
• 行政や地域住民からのサポート 
• ムスリムコミュニティの役割 

などについて紹介され、日本における安心できる生活環境について共有されま
した。 
 
日本に住むインドネシア人ムスリムについて 
日本で生活するインドネシア人ムスリムの経験紹介を通じて、 

• 行政や地域社会との協力 
• コミュニティとの良好な関係づくり 
• 相互理解と尊重 

が、安心して日本で暮らすために大切であることが伝えられました。 
 
◼ 日本におけるイスラムとハラールの発展 
杉本先生による説明では、日本におけるイスラム文化やハラール食品の現状に
ついて分かりやすく紹介されました。 
特に、 

• ムスリムフレンドリーな環境が広がっていること 
• 日本のスーパーマーケットでもハラール食品が販売され始めていること 
• 社会全体で理解が進んでいること 

などが紹介され、参加者の理解が深まりました。 
 
◼ ムスリムフレンドリーな取り組み 
特に岡山市によるムスリムフレンドリー施設の整備についての説明では、 

• 行政がムスリム住民を支援していること 
• 誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めていること 

が共有され、参加者にとって大変有意義な内容となりました。 
 
◼ ハラールフードバザー 
ハラールフードバザーでは、 

• ムスリムの日常的な食文化 
• インドネシア料理の魅力 
• 多文化を食を通して体験する機会 

が提供され、多くの参加者に好評をいただきました。 
 
◼ インドネシア文化パフォーマンス 
インドネシア文化のパフォーマンスも非常に好評で、 

• 伝統文化を直接見ることができたこと 
• 音楽やパフォーマンスを体感できたこと 

により、参加者から多くのポジティブな反応が寄せられました。 
 
◼ 参加者の反応 
当日は雨天にもかかわらず、多くの来場者が参加し、イベントへの関心と熱意
が感じられました。 
地域住民からも多くの温かい反応や好意的な意見をいただき、本イベントは大
変有意義な交流の場となりました。 

  



今後の課題と対
応策 

• 会場対応 
参加者数の増加に対応するため、今後は早期の会場確保と、収容人数を考慮した運営を
行います。また、必要に応じて事前申込制やオンライン配信も検討します。 

• 準備期間の確保 
円滑な運営のため、年間スケジュールの早期作成や、講師・関係者との調整を早めに進
めていきます。 

• 多言語対応 
多国籍の参加者に対応するため、日本語・インドネシア語・英語での案内や資料準備、
通訳サポートの充実を図ります。 

• バザー運営の改善 
混雑緩和や快適な利用環境のため、飲食スペースや出店配置の改善、衛生管理の強化を
行います。 

• 地域連携の強化 
行政・地域団体・コミュニティとの協力を継続し、多文化交流や相互理解を深める活動
を進めていきます。 

• 広報活動の強化 
SNS や地域ネットワークを活用し、より多くの方へ情報を届けられるよう広報活動を強
化します。 

今回の経験を活かし、今後も多文化共生と国際交流を促進する活動を継続していきます。 
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受付                 オープニング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オープニングと司会者の紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インドネシアの伝統的な服（TPA Ibadurrahman） 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セッション 1 ムスリマのストーリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セッション 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
インドネシアの伝統的な楽器 （南カリマンタン） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡山がメラン教室 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハラールフードバザー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


